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昭和34年度ほ発電用第1け暁子かの輸入の決定かあり､わかい･三Ⅰの

原子~力開発もいよいよ美川i紬こ入った｡け銀製作所においても二t二

暢,研究所の繁簡な協ノ｣のもとに築かれた多方J姉･こわたる総合技職

をもとにして数々の要乳′ここたえた二

製作i■那門でみると､l~-1本.原子プ｣研究動こ設鍔するため試作研究な

続けていた国産1り＼虹〕二由一r(JRR-3)の原子炉本体,尖験;設備,

取扱設備の製作を昭和36隼3片完成‖標木棚離しブこ｡なお剛甘究

所で発電用｣軋 匁iとして設擬するJPDR(Japan Power Demon-

Stration Reactor)はアメリカG.E.祉の沸蛤水形尻手炉(電気=力

12.5MW.)と決定した拭 これのl耳産部品--コンテナ,タービン発

機,付属計測設備などは什､ヒ製作所と廿本焼子力･甘業株式会社と

で製作を担当することになった｡

また東京大ザに納入する 減水 研削
対界臨形 合体実験装置(Sub-

CriticalAssembly)の製作を進めている.- これほわが[郎こおいてほ

初耳)て設置されるもので,原一丁･炉を設言けるた裾こ必要な定数など

多くの資料を果験的にうるたゼ)の装置であり.その成果が期待され

ている.-.

わが同の原~J･ノ｣技術のrii｣発,仁一]上の策として科学接備けか同塵原

子炉の製作計画をして公募L-,卜1立製作揃もこれに応募した｡この

かは′ト形央鹸冊京子かで中性子照射実験,アイソトープの生産,原

子炉 転技術の教育訓練を口的としており,タンク形プール付,熱

=力100kWのもので,完成後再成東原子:)J耗※会すなわちTAIC

グループの聞で広く八吊利皿さかる予定である｡

さらに八幡製鉄妹式会神技術冊便所の放射性同位元素実験室を

完成した｡これは放射中骨･帥ンニン亡素による汚染空気の監視,清浄尤せ

この穐の失政宅に必要な.設備,装iトソ■:し(を建犀ととヰ)に受注して製

作したものである-

また東急原二予ソ｣グルーナ隼武蔵工業人づに.榔甘する原｢か施識ザ

計画から建設~圭で.一一環して技術コンサルダントに協力している_.

原二｣リJの技師協ノJの分野せ一郎たにJ＼らいたものとして汗[lされる｡

次に†胸ヒ㌻一宇Ⅰ:】‖jでほ,.虹〕二炉技術をく土じa′)とLて,｢京丁燃料加しI二･

再勉理技術,放朝潮測定装閏,7イソトーソの利‖などの研究を引

き続き発展させるととも;･･こ,大形竜一√訂詩織を駆使して原子炉詣一汁

に必要な■人規棋な数植計算の精歴と速度を芳しく両｣二した二.

原丁力発電所の一打Jl如こは綿々の形かノ考えられるれ なかでも轄

水を冷却･減 材として使用するものが,技術的にも,泰郎斉的にも

最も有望とみられている)二け撞木かを風購昭上から検討して,最

適の設計点を成規るた♂)に,紺京電力株式急朝と共日伊究を進めた｡

厨子力船の研究部門ほ,飯野海運,飯野__屯二二I二,‖立造船株式会社

と協力して,65,000DⅥrTの州タンカー,またL二l勘′(駄目本鋼管,

丸紅飯田と45,000DWTの鉱イr船の捌づ研究を行った二,

このほか,科学技術りこからの原二f･カヤ和梓川=1研究の山城金をうけ

て次の研究を進めているり

(1)イオン･サイクロトロン･レゾナンスノノ式による高混プラ

ズマの発狂に関する研究

(2)同産1号炉りRR-3)m天然ウラン燃料の被掛こ関する研究

27･0.1小形教育用原子炉の設計

今回科学技術庁原子力局が実験用小形駄√炉の同産技術向上の助

成策として広く一般よりその設計を募潔し,優秀なものに対し助成

金を交付して建設を捌力すろことにな･一十た-､目宣でもこれに一己こ幕t

ノーり 1､人~トキの設計の佃牒H一打/i＼一十1

1_78

本原二J二灯iは魚JlリコlOOlくWのスイ

キー
し=

ンブ･ゾー/し杉原子炉であっ

故人熱中伸イ頂里30kWのとき1×101コn/cm2s,100kWのと

3ナご1n12nノ′■c1112sであり燃料は10?占濃縮の恨化ウランを佃lける｡

帖罠ほ第1,2図にホすとおりである.｡

tl)おもなⅢ長

(a:)研究用および数奇訓練用の1川勺と†来′､十および運転を禅易

にするため,れL､削がIl■j二視できる軽水減速冷却タンク形とした｡

しb)既成燃料の用人を廃L_加｣_二技術の‡朴発によるい右肘ヒを考

えた二燃料とLて~は濃縮度10.%の酸化ウランべレ､ソトを採川

し,7ノしミ被優11:に封人して 状燃料として仙川したし

(c)教育訓紋を=的とした･り-トごあるので71珊瑚′友仝系統を特に

充実し安全度を~高めた.

((l)~人形し干へい実験のためかタンクに隣接して別のソール

■を設け,その隔壁を特殊の稲造として.利rHでき･る中性子東の

減少刺;机､7三

し2)安仝牲の検討および事故解析

.頃√力損術茶の教悸訓練に適切であるように,安全悼の検討お
⊥J想定さかる事故の朋析にほ特に息を=いた.-.

(a) この腑よ温度変化,燃料消撰,い川■たノ亡豪の生産などによ

る仝超過反応度は約1.6%になる｡Jこれが胡hて炉内に急に差

jムまれ,しかも制御棒などの安全装~置が働かないような最悪の

場合でヰ),一い【■1身のもつ払け氾度係数に状くl′lJ制御性により,

侶力_日付汀】軌跡･こ抑制される二)

(b)地㌫などの大災による機械的な破壊もしくほ運転上の過

失により冷却材がなくなった場合でも,燃料の 融破壊までに

は十分の時間があり,二れを外部より冷却するなどの応急対策

を溝ずることかできる.〕またこの際か周辺の運転と1に対する放

射裸のン/くルも.許容他に比/こて一卜分低∴ 安1~モであるJ

27.0.2 沸騰水形原子炉の計算コード

われわれは沸鴨水形肛ナか(BWR)について〟)核的熱′軋設計研究

勃l胴113巨隼頃より行･-ノてきた′う~｣‖甘和3ニi勺~旬月よりノ(形電/･計算機

む便一--,た人税模な数値f汁臥ニュる.汁算精度の上井と.汁算速度の高速

化を栂極的に行うようになったノ これi･ま,敏〕庄わが匡1でもこの穐の電

子.汁算磯が似川できるようになf),アメリカにおける原イ･か設討に

広十植われている計算のコード化か7朋巨になノ=,たためである ニi4隼

度われわれか灘闇した行穐コードのうら,BWR核設訂に関適した

おもなコードについて概安を ベる｡

(l)Sun Rise code BWRのポイドと申怖イ･束分布

動力かとしての人形BWRでほ,炉■l月中性千束分布したか-,て

=力分イIiと蒸気泡〔ポイド)分イjiとの相互什川1かホニ要な研究課題で

ある｡BWRの中性子東はポイドのためにか心削胡卜のほうへU､

ずむが,二れをおさえるためにか宜招l;の下のほうそう▲ら制御棒を適

当に差込んで-tPるJこの中性｣′･束)ト仙ポイド分砧制御棒分布を

苗尾一賞して求めるための.汁算コードで,---･次ノ亡,二次ラ亡問題を

取扱い,そのi汁算方法宣Foreward法とBackward法の両刀があ

り,それぞれSun Rise-1F,1B,-2Bと名づけている_〕計算機と

Lてほ1F.1BにIBM650,2BにHIPACを(吏用した:.

(2)Mercury code--一臨邪道計算

昭利13ニう申なにイ】1箪電気のFACOM川に作′一沃瀾闇_砧計片コー

ド左･旬址的∴再凍.上県一j■し∴桝′-∴｣旧M650=♂1‥ト1卜■をり)･て
ノー､

川囚｢イ.⊥1二 !~∵調川用品澗｢-一ト■て.恒レり十｣､′ヒ核輩剖･′一三
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である四国√や蒼核定数仁串位桁羊肉中性｣′一束分布,軌渇けこなと

が求められる.._.Sun RiseやMars こ了pドに使う芥核定数吊二L7〕

二l一叫ドを依って計算されろ二.

(3)Mars code -一燃焼いミ

小
l
-

ケトサ■Uノrノン

BWRを長期連続運転するときの核燃料の燃焼,そ行二ともな

うf帥封‖~｣位元素の′卜成消滅を計算するコート■で,燃料収換えプん℃,

J甘ナか燃料サイクルと経済牲の検討などの基礎を与える重要なコ

ート√でLい),IBM650にかける.､

27.0.3 沸騰水形原子炉を対象とする沸騰伝熱

水形原子炉ほ周知のように炉心部にて正1二接蒸気を発ff三せLめ
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a′f3岡 耐 ′し一三尖 御仁扶 持

るものであり,熱工学と核物理とのl

上,沸

適性が特に戯く,設計,運転

工学的研究が強く要望されている｡したがって脊方

両で研究が進められているが関係国了が多いた糾､まだその口約ほ

透せられるまでに至っていないコ

ロ立研究所においても数年前から炉宜バ紬こおける蒸気体積率(ポ

イド)分布,/ミーノアウト熱流兼などの排隣伝熟視象の基礎抑兜を

めてきたが,封年度ほさらに高圧頗制循環l叫路を軌没し,特に伝

熟視象に対する圧力の影欝の解明に着手した-〕

タンク,加

l･･､設回路はぷ水分離

部,予熱器,冷却器,凝縮据,循環ポンプならびに給

水設備から成り,加熱には直流電源設備からなる電気的加熱法を採

柑している｡測定器もポイド測定装置をほじめ許托機器を-{段と整

備し,沸騰伝熱(定常,過渡)の諸現象の研究を凝けており将凍原

-~川iの国産化に各与Lつつあるj.
27.0.4 耐 実験装置

l~Ⅰ本尻手力発電株式会社ではこのほど輸入されることになったイ

ギリス･コルダーホール形原子力丁の耐矧一堂を調査する実験装F2■壬を製

作し,建 研究所内に設苗した｡本装置の振動台の大きさほ長さ4.9

1-1幅4･5mで台だけの重量が11tもある｡本装置で静的試験を行

う場合は叔大40tまでの試験体を積んで45度の角度まで傾けるこ

とにより,最大約0.7g(gは 力の加 度)の水平加 度試験が

可能である｡また′ミネをJ机､ることにより,周期0.14砂以上,振幅

は最大18cmの摂動を させ,水 2gの動的試験を行

うことができる｡またバネを煩けてとりつけることにより水平加

度の25%,50%の上~ト軌をあわせ加えることができる｡この

体の最大重量は15tである｡こかほ規模,牲能において従来の同種

装~躍をほるかにしのぐ失績を示している｡

27･0･5 国産】号炉用実寸法燃料棒の試作

天然ウランアルミニウム被覆形燃料棒である日本原子力研究所の

国産1号炉(JRR-3川俣､ト法燃料体の試作を完成した｡試作品は実

寸法原子 料としてほわが剛読初のものである_Jこの試作は昭利31

年より原子オ､欄;利川研究御伽企を一受けて黒施してきた基礎研究の

成果であるが,さらに次のような しつつ行わjtた｡

まず実寸法ウラン棒のβ娩人技師の確宣が望まれた｡次に要求さ

れるiJ一法精度と表面状態とをもったウラン心材の切削什ヒが問題で

あった｡さらに引抜扶に(tる被掛二よりウラン心材上にアルミニウ

ムを被挺する技術と,l･眉端点の怖接地=二法の舵_､上が重要な課題でふ

ったl〕今回試作した燃料楯ほこのような諸問題を逐次解決Lつつ試

作した結果によって得られた〕今後この-肘′】三燃料棒を実際に原丁か

に差込んで惟能を調′こるいわゆる照射一式放を子宮､,その結黒なふた

たび製造法に∠丈映させて製造接柚の完ぺきを期l一,1軋舵燃料の供齢

評 第42巻 第1刃･

態勢の樹_､とを=標に研究を進めているゝ-

27･0.d 原子炉用金属材料の熔接研究

JRR--3抑汁市:水タンクにほ,2Sおよび52SAlの厚板が側川される

れ 粕こ厚板の熔接でほ気孔および測れなどの欠β錮)ない熔接が要

求される･′_そこで25,30および120mm)jさの試験材を川いてMig

熔接条什ならびに怖加材の削成を検討し,適正熔接条件せ求めると

ともに52SAl材に対してAl-MgrZr合金熔加材の良好なことを見

いたしたり川じく冷却材術環ポンプ川キ十ソドモータのロータ外張

り､ニhよびステ一夕内張りとし-てJ肌､られるインコネ′しⅩ薄板の熔

接ほ熔孔を′圭じやすいため日動式Tig法により検-】寸しノた精米,被怖

接物を特殊な拘束泊共により伍lぷし,突合せ熔接練上にさF)i･こ同材

質を重ねて熔接することによF)完仝な熔接部の得られることを馴ら

かにした_.また,吊灯用燃料要 の封かん熔接ほ満肉Al被榎材で

あるた鋸ニ,Tig熔接法を採用し,熔加材のイユー無,材暦1表面処理

法,熔接Jてl;形状などを含めた催紛性ならびに芥沌の熔接条件を検

討した｡その結果 加材なしでトリクレソ蒸気洗浄を行い,回転白

勤惰接治英をHh､て日周熔接し,刷広角度とともに熔接電流を低下

させて良好な熔接部が瀾られる諸条件を見いだした｡なお,Al材中

の不純物と 按割れ,各種継手形状による機械的強度,脱ガス処理

キこよる熔接部気孔の影響,タングステンスポットの発生,熔接部近

傍の熔接時の温蝮分和などを明らかにした｡また,完全を灘すため

人気から 晰した不浄性ふん囲気丹での熔接を考慮し,可変ふん園

気熔接装置を試作し研究を進めている｡

27･0.7 原子燃料再処:哩装置の研究

程々の原子燃料再処理方法のうちで潜媒摘出法は A且1 〃■
操続 ドし

やすくその他利点が多いので,すでに諸外国で実用化されている｡

日立果作所でもかねてよりパルスコラムなどの個々の機器特牲を検

討lいであったれ その成果をもとに同法による再処理実験襲匿を完

成した(第4図)(〕この原子 料再処理実よ 装置ほ 料を硝酸塩とす

るための溶解装問および,燃料としての有効成分を核分裂勺一三脱物か

ら分離する仙出 置よi)偶成され,溶解装置には回分式,州川_i装す琵

にほパルスコラムを採用し.ている.｡溶解から抽甘,逆柚=へと

拙作が可能であるが,現在さらにモデル物矧こより個々の装貴の特

牲を検討中である.｡おもな仕

溶解槽

パ′しスコラム(2

は次のとおりである｡

内径 510¢ 高さ1,200mnl

) 内径 75¢ 高さ 3,500mm

なお,付属装置として電気ポイラ,蒸発轟,濃縮器などがある｡

27.0,8 放射性廃液処葦聖法の研究

原子炉冷却水,原子燃料再処矧廃液は強レベルの放射能をもって

いる｡またアイソトープ実験室からの排水は中レベルまたはそれ以

雛4周i試作原イ･燃料再処理装置
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第5lヌ1各種金属沈澱剤によろ射Sl･一肌YJ)代沈除去率と

酸(アルカリ)性度の閲仔

下の放射能をもっている〔,これらの廃液から放射能を除いて.手招り~(

中濃度の1/1｡として放流しなければならないことは常識_仁からも法

敵l二からも必要なことである._】そのための処州ノバ必封尭液の什矧こ

よっていくぶん異なる｡原子炉冷却水でほ八在非放射性塩難が少な

いのでイオン交換法がJ削､られる｡燃料再処理廃液でほ共存塩類か

多量にあるので蒸発 ある｡.黒鹸宅からの排水ほ中間

冒二の共弟雄一灘を含有し■前ニプチ法では不経済であるので化学処理を必

要とする｡これらのノノ法ほそれぞれ特長があり単独で川いられるこ

とは少なく場合により組合わせて装置の設計に質せられる｡これら

の処理により放射能の除かれた水ほ放流されるが,一方濃縮された

放射性物質は貯械され,最終的i･こは地中理没,海洋投棄などを子fう

こととなる｡

ここに述べる研究は_上記作法のうち,化学処理に属し,年制二人休

に有胃でかつ今までにあまり良い化′､芋処理法がなかった
90Srおよ

ぴ137Cs の除去に関するものである.JSrが甲独に存在する場合に

ほフェロシアン化第1鉄によりアルカリ性で最高99.6.%除かれる.-:

Csが甲独で存在する場合には酸経でフェロシアン化ニッケルによ

i)鼓~高99.9%除かれる｡SrとCsが共〝する場合には0･05 0･1N.

NaOH僅で95～100%除かれる｡これらの値ほいずれも1回の処理

でえられた値であり,また共存塩 の影響はほとんど見られない

この結果は単独の場合でも今までの化学処理方法のrl~-でほ最高の除

去率であり,共存の場合ではまったく類のない値である二,

実験結果の一例としてSrの各穐フェロシアン化物による除去の

の酸(アルカリ)性度と除去率との閻係を弟5図にノlミす｡

27.0.9 大気放射能汚染度監視装置の研究

原子力利用の発展に伴い大気の放射碓汚染度を常時監視する必要

性が増している｡放射性物質の許符濃度は最低約10~12～10~13ILC/ml

of air程度であり,本監視某荏ほこの許容量の1/1D～1/100という掩

微量放射能を検=できねばならない｡このた捌こ1時間に6,000m3

という大量の大気を

じんあいを

寂し,それに含まれる1/∠以~~卜の放射性浮遊

じん率99%以上で摘集できる凝縮湿式竜一気集じん装

置を完成した｡これにより大気中の90Sr,13ICs,1車Ceなどの放射性

核桂を脚寺間に定_量,‡封′l三分析することが■･-∫能になった｡この方法

ほアメリカなどで宍施しているアスベストフイ′レタで大気を炉過す

る方法に比べ,大気採取

い捕

10侃圧力損失が約り100,じんあ

にともなう圧力孔i大の時間的相加による採取大気ぷこの誤差が

梓軋1〃以下の傲粧子に対するⅢ■傑胆ノ｣が大でほるかにすぐれた

監視装躍である,コなお,木製粗よト~-1本頂J力闘呪潮沫よびIt_､わl-火

研究所に設苗されており∴原丁ノコ産業の発展に人いにち■-く献してt･､る｡

27.0.10 八幡製鉄技術研究所の放射性同位元素実験室

八幡製鉄株式会祉兼職朝虎雄の放別冊胴≠元素(R･l･)リミ験右レ)

りいノ
～
､

､人を 装障-･式を,=壱~口車株式余杵,此高座.…~封軋ぺ余付

吊`】は;く焦し､んこ■侶

l二!)排 岨 機

し7)凝縮水一豊川_
(吋 甘走々げ測定川■≠批抗

rさ)■-u妄いミイラ

① 排;~り私道

〔.､1冷 月｣㌍:≠

セレン整流器

Il■挿ミがいイヰ
陳護か=■亡

第6図 ノこ㌔し放射能汚染度監視某園の外観

の協力で歳成した｡

本失験室ほ付属建家をふくめて総坪数約200坪で,受配電設備,

空調設備,ガス,水道工強そのほか付属装~置とともに,年制こ放射線

障胃防JL法に準拠して細部にわたり,放射練腫彗からの安令とけ梁

防止につとめた.すなわち汚架空女宮清浄,外〔l･;排気には水洗清浄

とともに口立~製作所独特の湿

6,00()m3/hx2 )をJ削､

コットレル聖一気清浄装閃(処理風-fl~1二

じん効率99%以_卜を僻保している｡リミ

験室内の汚染空気符鮎こは,実験室の行軍に独I三1の設計になるJ■ち,フー

緑用電ふ灘じん 式 タを設置して遠隔操作による中

火刑Il坊式とした.こ..R.Ⅰ.の濃通津糾しト感姐よ3×10】12一′∠C/cc(15分で

検‖い∫能),粁纏は土10㌔であり,任意設定レベルで警報を=す,

なおダストのほか,ガス状のR.Ⅰ.も検Jl_l可能である｡そのほか化`､声

突放川フード,⊥作機械川フード,および高周波熔解実験机こも特

殊フードを設計し,当竺臭くミ′~弓のl防止に極力努めた｡なお実験宗およ

ぴi/ノ染l徐去窒,盲谷宰などからの汚染水は減衰貯溜式として希釈,

モニタリングによりノ友仝催1認後,さらに人-E-ii:の工業用水により希釈

して放流する｡

27.0.11放射線測定器

11立の放射線測定器ほ,ここ-･隼の問に品穐を増し,粕こモニタ

および分析矧｢'たの製品化が注目される｡故近はアイソトープの使川

の増加にともない放射線障害防止の立場から いモニタが要

求されており,日立製作所ほ八幡製鉄所アイソトープ実験室新設に

際し,エアモニタ,ハンドフットモニターう失を納入した｡このエア

モニタほ小火竹班力式モニタで1×1(ト11｣′∠C/ccの汚染を30分で検

知L.,.作袴潰度以卜の自然外気のモニタも可能である.｡ハンドフッ

トモニタは10▲5/佗/cm2の感度をもつ｡また阪大産業技術研究所

60Coj椚射央験室に空lい縦_危モニタとして,11チャンネルのエリア

モニタ式を納入した.｡,iflrJ定耕渥:は0.1mr/hから10,000r/hにわた

る｡このほか携描形エアモニタ,水小フ･■線モニタなどを製作したL)

分析用測定器としては,ト緑スペクトロメータ,f勺朴昭=･スペク

トル川ゴニオメータ,ペアスペクトロメータを完成した｡7`練スべ

クトロメータほ,特に低エネルギー解析の柑 を丞-し,Ⅹ緑川シソ

チレータをf一日いると6lくeVまで測定可能である｡

ゴニオメータは'j虹肥大学物上11!′'羊教室に納入され,7･■-¶西側瀾エネ

ノしキー分析に仙川されているが,一試料についで二届夜以上にわた

るこの測定において重要な役理は沌;‡じている､｡本媚は320度にわた

り10度(可変)｣10分ごとにl■~】動的に正確な計数記録を子~j:う∩

な.-rゴ高ユネルギ←1･純のエネルギー｢分析器として.ベアスペグト

lユノータカ■滝妄く.淵旅所に納入さJりここJ=エーアブトソト形と-_封浩晶
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形の二種類で,ともiこ高エネルギーフー線照射で生ずるペアエレクト

ロン(iE,負エレクトロン)の運動エネルギーを測定する装置で約

1MeV以上30MeVまでの高エネルギーの精密測定舘であるり

27･0･12 BF3比例計数管の性能と構造

本計数管は熱･=生手槍‖‖1jとしても′つばら使川される計数管で,

中性子のモニタ,あるいは申牲イスペクトロ:メータ検日給,ロング

カウンタとして中性子ビーム強度測定など中性子実験に不可欠の測

定器である.｡この計数管の原用は封入ガス申の BlOに起る核反応,

BlO(乃,α)Li7の生成物の電離パルスを計数することにより小性子を

検甘するもので,この反応の断面積がおそい小性子に対し異常に大

きいこと,およびこれによるパ′レス波高値が大きく,7･線のバック

グランドと容≠如こ選別できる点を利用している.っ

弟】0図は日立製作所中央研究所において完成したEB125形,

EB215形,EB320形BF3比例計数管である｡いずれも無酸

銅 あり,管壁におけ㌃中性子吸収損失を小さくするよう設計さ

れている｡

27･0･13 ウラン同位体存在比測定用質量分析計

原子力産業の発腺こともない,核燃料としてのウランの純度分析,

同位体存在度の測定が重要な問題となってきた〕Lかるにわが国に

二机､てほこれらの分析,測定を行うのに最もイヨーカとされている質畳

分析計のこの分野への広川はほとんどなされていないため,ウラン

の同位体存在比の測定に適したものがなかったが,われわれほ昭和

32年度科学技術庁より研究委託を受けて,ウラン同r､T仁イ本存机▲ヒ測定

用の質量分析計の試作を行い,昭和34年:主月完成したり

この装置は従来の門量分析詔に比較してかなP),人形のものでそしr)

概略仕様ほ第1表にホすとニトリ)でぁる√_.また弟11図はこの装置の外

観写真である｡

ウランの.試料とLでは冥休,川体の∴穐類/う;あり,装昭とし｢こほ

そのいずれおも測定できるようにしたが,気体試料は晰ヒ物である

ゆえ,その腐良性を考慮して装置の試料にふれる金属部分にほすべ

て耐食性のあるステンレス銅,モネルメタルを,ガスケットにはテ

フロソ,弗化ゴムを川いた.｡試料 入系ほ 料の吸着性を考えて炉

に入れて加熱できるようにした｡固体試料の測定におし､てほ試料交

換のつどイオン源を取りはずす必要があるので,排気を早くするた

めに分析管のイオン源酢こ 断バルブを設け,イオン源のみ真空を

破れるようにし,またこの郁分たけ予備排気できるようにした｡こ

のため従来の 置では試料交換く･こ数時間を要したのが,本装置では

1時間以内でできるようになった｡

この装置による天然ウランの同位体存在比の測定結果ほ第2表に

示すとおりである.

第8l~瑚 RHM---2形/､ンド

フッドクロスモニタ

第42巻 第1-け

ん′i9lズIRDA-2形 7一線
スペグト ロ ノ

ータ

(上段よi)EB125ル,EB215形,EB320形)

第10図 BF3 比 例 計 数 管

第11図 ウラ/同位体存在比測定川質量分析計

第1去 分 析.汁 の 総 fナ 什 様
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第2ノミ 天然-ト~iンの同位休行在比測定結果

測

定

偵

七
献
仙

一心~r･削 隼 法(1(休.声こ料1

夫†郎`.一に離 ラー〔し町佑許軒)

シ ン フ■′ ~′ イ ニ)ノ ン

j､ィ･ノJ

ト+リ∴ノ∵∴･L ~ノイリ･ノ ン′トH

_1.0.Nie】■

ド‥へ.Ⅵ｢11ilc

甚l体武新としては硝酸ウラニ′し

しUO2･(NO:l)2･6Ⅰ･Ⅰ20｢を1規に硝

酸にウランの猥旭で1(_)111gノ′ccに

溶かLたものを川いた+長雨碇離

杉イすン源をシンブ′Lフィラメン

とトトリ､ソフ/Lフィラメントの2

ノんミに†】jいて測定したか,結県高

弟2表のとおりほとんどその差ほ

なt∴l‡j二現什に_㌢言いても良好な結

甘が‖㍉か~た

気体訳胴とt_~こはノく弗化ウラン

(l_†F6)を川いたか,証紬こ柑1小

純物が合茂れておi),小鈍物のピ

ークがイオン_…-tミ:の少ない235し丁
♂~)

ビータi･こ重な･-,たらしくこ測)玉東.1f男と

ほ第2表に見F)れるように,ト椚木

料による糾一来に比較して多少~人

きい他になっているご_､第12図ほ㌫

体訳料によるウランのt_TF昌 のス

ペクト′しである

･:
∴-~.

n.00738二t_0.00005

0.00719士0.00007

0.nり722±0.0000′1

0.00720

0.00723

｡±ノーーー･

-
‥

ノ

雛12図 しTF占のスヘクト′L
以_巨簡?ilに今回試作Lたウラン

1那-く休~存丞三比測定Jl一昭一己_f;:分析計について述べた勅この櫨の質量分

析計ほ今後頂｢~ノ｣推某の発展にともない必敷性ほ増人するものと考

えられる_.

27.0.14 3仙eVパン･デ･グラフ形粒子加速装置

東京椰アイソトーゾ小火′長旅所納の3MeVバン･デ･グラフ形

粒√加速畏閃か克滅したノ 本生長拙よ,子竜来の形式である電=Jニー朝一Hの

ヰ)のと児なり,机据甘美助をヰ｣f-j:えるもので,その_i二酎′1瀧t･エ,

(1)電｣1加速の場合

定格加 電Hミ:iMV,電n~接与壱度J60kV,定借加速電流500′′A

ぐ2) イオン加速抒)場合

定胴持闘二仁3MV,′融~仁'左足度
二1:うkV,定格加速電流H+60/･A.

1_)~←5()/!Aである.-_:

イすン加速でほ特に電=!の安定度,ビームの収かん性に覇点が置

かか,前書に対し∴こほ,分析川電磁石でイオンの曲りを検潮し,コ

ロナポイントに魚き還する7一班三脚御川路が新しく追加され,後讃に

対い~〔は′F宣磁付こ回転シムを取付けビームの∴ん廿軋れんな.叉lって

lノ､イJノ

27.0.15 高分子材料の放射線加工

(1)ポリエチレンのグラフト重｢†

ポリエチレンにこれと性質の異なるt‡■さi分子の枝をつければポリエ

チレンをいろいろ変性できるし)そしてこれほ放射線グラフト重合に

より容為にできる｡､ポリエチレンにアクリロントリルな50%程度

グラフト重合することによりl軋熱性が向卜し熔融し′ないものが得ら

れた･.~‡たスチレンをグラフト市合すれば引弱毒り強さを非常にま

l!′トf､Lら.て1f一班糾忙二山J.ィLヰ.,ノ)′‖1い▲,/‡1ノ†二
＼■■

∵ニソ､ナト ン

′レ昇一ハニIlこ､/′-ド∵左■~肘侶∵∴ 言湖畔_r刑十万トケ1-71-､貢合
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環
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第13l又13MeVバン･デ･ブラ~7形粒子加速装置

赤
照
凱 うくま封 練 L昌(レニトでン)

第14l_留+高密度}リエチレンの耐応力亀裂軒とi一献

照射量との関係(縦軸F50は全.拭料の50鳥-がきれ/ノ

するまでの時軋(二＼､印は50%ェてノLゲン小,●印

は80CC燕猫用い巨
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物を作ることができた_.そしてこれらのr糾グラフト取合J丈ん揖二千ノ

いて.調帖こ検討するとともi･こ,隼成L-たグラフト蕪:作物の性門,構

造についても赤外緑分析烏1により研′ラ■とな子ユニノ

(2)
- りニトr-1

し′〕止こノJL与力∵1_←吋･ト乙放射緑効り†ニ

ポりエチレン∴廿椋的ぺ.巨石l＼り十加し■■′町形.＼･け十小用㌢仁一rバ
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第15図 ホリプロビし∵/のtan∂一温度曲稗に対する

7′棉照射の克杉響

コール,油などの申かあるいほ8∩℃柁度の温水中に放置すると,短

暗闘できれつが入る.この現象ほポリエチレンの矧【J化の上で人き

な問軌∴くとなっており,程々対策がぶ呈ぜられているが∴;一丁iェネ′しギー

放射線の闇射によっても才しく改薄される｡弟14図はH_､二′湖作所

小火研究所のコバルト室でi′緑の!朋寸を行った高密度ポリエチレン

についての測定値で,106rad台の照射ぷこで耐久時間が300時間以_と

に増大することがわかった｡

(3)ポリプロピレンの機楓′机′上質に及ぼす放射線の影響

ポリプロピレンは最近合成書れた斯い､素ふ†紺三高分二r材料で,多

くのすぐれた性質をもっているっポリプロピレンの機械的性既に対

する放射線効果を明かにするためl･こ250Mradまでの;p■緑財制■を行

った結来,10Mrad以卜の低緑ぷこでは分子切断が優尤するれそれ

以_l二の大糊〃二の照射でほ分十聞の栗橋が優党するようになり,州71;

摩擦(tan可--一渥虻吊‡縦にもいわり)る√;ピーク(1く紺､j･近)の冊ノ(と

うl■了iifl】ミ移動とし′てその効黒か現われることがま_)かった(第15図)､

第･12巻 第1け

27･0･lる 日立製作所中央研究所原子力センターの設備

申火研究所では原子力開発の研究を㈲勺各所で分散して行ってい

たもののノ(盲祁分を｣一箇所に集め,中火研究所肝-/･ノ｣センターとして

唱和33隼11J121しiに開所した｡ここにその設備の人要を紳介す

る､

家ほ総延坪約995坪で,企鮒空支調節された二つの連射こわか

れ,･･陳ほ地上31借地下1楷の鉄筋コンクリート建で-▲脚にほ社内

明イリJの現状を展望できる展示室およびラジオアイソトープを仙川

する化学研究も二,三l掛こほ原子炉の放射線検旧制御をはじめ広く

--･般放射線計む!lJの開発を行う放射線計測附【]研究室,および原子炉

炉心部の核的設計,動相性などの研究を行う原子か理論部門研究室

があり,ほかの一触まさ1ミ地下平家および地下室からなる鉄筋コンク

リート建で四つの加速 研究室および60Co照射･室がある｡

化一､胃腔好古は健康督理峯をはじめ三つの洋!り重からなり各種モニタ

およJシャワが設備され,苓部岨よすべて鰹康管押峯を絆如して=

人するようになっている∴ 室内換気は_全館統一--･排気系より切りほな

されプア′Lタを絶て排気熔より大気に措てられるし､行年の休,艶

天井はそJtぞれ耐汚染,′水洗可能な特殊構造になっており,排水処

理ほ局外ここ/こつの貯水槽およJ希釈椚があり,l･分希釈を行った_L

下流に流すようにな一,ている､､

放射線計測研究室では安ぷ電源を〕るため地下室にヤ用の電動発

電機を閏せ通常の電淵とほ別途に替室に配′覆されている､_.また騒苦

を防ぐた絶胡椒で包まれた電気的シーノしド室が完備している..,

加

ン

加形繰揖室
ヒL

脈拍

､
､

漣 器
,コッククロフトワルトン形加速据,

デ･グラフ形加速岩㌫ ベータトロンの4種類を備え,地表面

卜2mの-1l二地~ドで,Lかも相互に干渉しないよう,申に土を埋めた

い才人3mの壁で仕切られた独立の部屋に設粧されている｡また榔

上 帯臓座の聞ほ1nlのコンクリート壁でさえぎられ,制御室と

路でつながっているこ なお外側憬上盛して外部へのしやへいを十分

にしている二 60Co照射宅は全部地~F主になっており,現布1,500キ

ュリー収容されているが近く10,000キュリー収容することを前払こ

して▲設.汁されている.ケーブ1勺にほノ友仝朝とi_L-i二計を胎え,また試料照

射の際一発†巨するガ'スを排除する吸=フアンを設けるなど許托安全装

;】～■一:を1■己僻しでィ､る.
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